
平成 29 年度 特別養護老人ホーム喜久の園事業報告書 

 

第1 ᴫἣ 

1 基本理ᛕ、目ᶆの実㊶ 

平成 27年度に実施した報酬改定、入ᒃ基準のኚ᭦等が影響し、介護保険事業所におい

ては厳しい経営が続くなかで、経費削減をព㆑しながら施設運営に努めた。 

施設運営に直結する利用率の確保は、入ᒃ⏦㎸者、ᒃᏯ介護支援事業所等への㐃⤡ㄪ

整、㎿㏿かつᑀな対応を重ࡡることで空床期間短縮、利用率の⥔ᣢ確保に大きくᫎ

した。 

ᅾᏯサービスでは、事業所の増加等に伴い利用率のప㏞が㏆㞄事業所で課題となるな

か、昨年度をやや下回りながらも高い利用率を⥔ᣢできたことは、利用者に支ᣢされた

ことにあり、職員それࡒれの役割を果たしてきた成果であるとᛮわれる。 

入ᒃの要件が要介護度 3 以上となり施設間➇தの⃭化、ニーズのከ様化等が進み、職

員のケアᢏ⾡向上及び介護・┳護の㐃ᦠ強化が求められるなか、 もり⁄れる心地よい⎔

ቃ作りを目指し、利用者一人ࡦとりと┿ᦸに向き合うことに努めた。 
 

2 利用率 

平成 29 年度は定例と臨時を合ࡏ 20 回の入ᒃุ定会を開催し、計画的に入ᒃ事前㠃᥋を行

うことで入ᒃุ定までに要す日数の短縮をᅗることができた。結果、22 人の入ᒃุ定を行い、

18 人が入ᒃした。また、退ཤから次の入ᒃまでの平ᆒ所要日数は 16.1 日であった。 

入院እἩを除く利用率は 98.4㸣で、前年度の 99.3㸣を下回った。また、入院およびእἩに

よる空床日数（29 年度 238 日㺃28 年度 251 日）は前年度を下回った。入院およびእἩによる

空床日数をྵめた利用率は 97.1㸣であった。 

 

3 ケア向上への取り組み 

利用者へのケアが適正であるかを関ಀ職員が会議のሙでព見を出し合い、サービス内

容の共᭷とケアの⤫一を確認しあいながら、より質の高いケアを目指すよう取り組んだ。 

Ꮨ⠇を⫙で感じられるእ出、ࣘニットでの催し等、㝈られた時間、人員体制のなかで生き

る喜びを実感できる取り組みに努めた。 

 
4 職員研修の充実 

   中ᮾ㐲地区特養の職種別研✲会や、市内 4 特養の共同学習会等に参加することにより、

地域に関㐃した課題の整理や報交換、想いを共᭷できたことに加え、施設間で良い่

⃭を受けることができている。一方、専門性の高いᩍ育研修の十分な参加には⮳らなか

った。 
 

5 感染症、防災対策への取り組み 

  感染症の対策については、感染症対策委員会を中心に流行期に入る前から᪩目の対策

を実施してきたが、2 月 4 日に利用者 2 人がྤして以㝆、2 月 20 日に᭷症者が 10 人

に㐩したため、県及び市の関ಀ課に報告。保所による⌧地ㄪ査を受けるとともに、㠃
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会の制㝈、࣎ランティア等行事のኚ᭦を行った。当ึの 4 日間で 7 人が発症、3 月 5 日

の⤊ᜥまでの間に᭷症者は 11 人（利用者 9 人、職員 2 人）であった。 

10 月には、深ኪに利用者がⅆ災報知器の࣎タンをᢲしてしまい、ᒇእスピーカーから

ⅆ災発生の㡢ኌが流れ、ᪧに手間取ったことから㏆所からఫẸが㥑けつける事があっ

た。ⅆ災を想定した㑊㞴ㄏ導カ⦎はẖ月実施しているが、消防設備の᧯作手㡰、ᪧ方

法の指導できていなかったため、以㝆、設備の᧯作についてカ⦎の中で取り入れた。 

9 月と 10 月には、地域交流センターうららの❆ガラスが割れる⿕害が相次いだ。原因

は不明であるが、同時期に市内で✼┐⿕害が続いていいたため、防犯対策の一⎔として、

ኪ間の↷明⎔ቃの見直しを行った。 

 

6 利用者家族、࣎ランティア、関ಀ業者及び地域ఫẸとの㐃ᦠ強化 

  地域交流センター「うらら」の活用については、地域性、公共性に配慮しながらྍ⬟

な㝈り㊰用者のᕼᮃにἢった受け入れを心けている。 

今後の計画として、平成 30年度からጞまる市の委託事業である認知症カフェは「うら

ら」を会ሙに開催する計画であり、今後も地域社会での役割たし、地域貢献につながる

活動をᶍ⣴していく。 

 

7 快適⎔ቃのᥦ౪と、設備備品の࣓ンテナンスによる計画的な修理・᭦新 

  開設 10年が経㐣し、設備備品のຎ化、不具合が出ጞめていて、当年度も大かりな修

⧋、機器の入れ替えを行った。備品の不具合についてもྍ⬟な㝈り施設ഃで手を入れ、

修⧋が必要なሙ合には㈙い替えとの比較を行い、経費を↓㥏にかけない選ᢥを行ってい

る。また、光熱費では、デマンࢻ（᭱大㟂要㟁力）監どシステムを導入しているなか、

今冬は特にᐮさが厳しいこともあり、エアコンの用が増え、᭱大㟁力を᭦新した。そ

のため、事務所や⋞関等はエアコンから▼Ἔストーࣈにษり替え、経費のᢚ制をᅗった。 

 

第2  యࡢ≧ἣ 

1 利用状況（利用率） 

   平成 29年度は、3月を除いて入退ཤの動きがあった。特に 5月（3人）と 11月（4人）

には退ཤ者が相次ࡂ、次の入ᒃ者の確保、入ᒃ日のㄪ整においてᅔ㞴を来した。 

入所基準のኚ᭦（要介護 3 以上）による入ᒃ候補者の減ᑡ、他事業所との➇தの⃭化

等も影響している。 

短期入所の利用率は、᭱ప 77.4㸣（7月）᭱高 94.5㸣（1月）と月ẖでኚ動が大きく、

年平ᆒで昨年をやや下回る 84.7㸣であった。短期入所も他の事業所との➇தが⃭しくな

っており、利用率のも予想される。利用率を⥔ᣢするためにも、利用者のኌを大ษ

にしながらサービスにᫎさࡏるとともに、新規利用者の⋓得、空き待ࡕᕼᮃ者のᰂ㌾

な受け入れを継続していく。                  （単位：㸣） 

区 分 平成２９年度 平成２８年度 増 減 

施設入ᒃ者(定員 50人) ９７.１  ９７.９ ０.８ڹ 

短期利用者(定員 10人) ８４.７  ８６.８ ２.１ڹ 
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2 経営状況 

平成 29年度の収入は 275,472千円、うࡕ介護保険収入は 273,506 千円、その他収入が

1,966千円で、前年度対比約 4,804千円の増加となった。 

支出は 267,650千円で、うࡕ人件費が 202,723千円、事業費㺃事務費等が 64,927 千円

となっている。㝈られた予算の中で支出のᢚ制に努めた所、前年度対比で事務費、事業

費において支出減となったが、人件費は増加となった。また、入金の償㑏もあり、他

の拠点区分からの繰入金なしでは運営が成り立たない状況となっている。  

 

   収入                                                           （単位：千円） 

区 分 平成２９年度 平成２８年度 増 減 

介護保険 ２７３㸪５０６ ２６８㸪７１７ ４㸪７８９ 

その他収入 １㸪９６６ １㸪９５１ １５ 

    

計 ２７５㸪４７２ ２７０㸪６６８ ４㸪８０４ 

支出 

区 分 平成２９年度 平成２８年度 増 減 

人件費 ２０２㸪７２３ １９９㸪４０６ ３㸪３１７ 

事務費 事業費等 ６４㸪９２７ ６６㸪０３１ １ڹ㸪１０４ 

    

計 ２６７㸪６５０ ２６５㸪４３７ ２㸪２１３ 

 

3 職員状況（部門別職員数） 

平成 29 年度末の全体職員数は 52 人で、正規職員は 30 人。内ヂは介護職員 20 人、┳

護職員 3 人、管理ᰤ養士 1 人、事務室職員 6 人である。また、非正規職員は嘱託職員、

嘱託医師をྵめ 22人である。 

年度途中の退職者は正規㺃非正規職員合わࡏ 6人、途中採用は 5人であった。育児休業

ᖐが 1人で、新規学卒者 1人を採用した。 

（平成 30年 3月 31日⌧ᅾ）                      (単位：人) 

区分 

事務室 介護職員 医務室 ㄪ理 合計 

施設長 

施設長 

事務部長 

介護部主ᖿ 

介護支援専

門員(主任) 

管理室員 

送迎担当 

Ύᤲ員 

主任 

主任 

一⯡ 

┳護職員 

嘱託医師 

機⬟カ⦎指導員 

管理ᰤ養士 

 

正 規 5 1 ̿ 20 3 1 30 

非正規 ̿ 1 2 13 6 ̿ 22 

計 5 2 2 33 9 1 52 

28 年同期 5 2（1） 3（3） 35（14）  8（6） １ 54（24） 

注）1 28年同期の（ ）は、うࡕ非正規職員である。 

2 他に⏘休、育休中の職員なし。 
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4 施設整備等の状況 

平成 29年度の修⧋費の総額は約 140 円で、下半期に入り大かりな修⧋が続いた。

པᡣ空ㄪ機修理௦に約 50 円、པᡣ用給約に事工換交器 35 円を要した。また、2

度◚ᦆ（原因不明）した「うらら」の❆ガラスの修理௦に約 10 円を要した。 

 

5 特記事項 

（1）家族、利用者との交流行事の開催 

  ① ⣡涼⚍  7/22（ᅵ）14:00㹼16:00 開催 

施設利用者 47人・短期利用者 9人・38家族（88 人）・ᣍ待 43 人・来㈱ 17 人・

 ランティア 8人  合計 212人࣎

内容：₻ᾏᑎ♲園ᄳ子保Ꮡ会によるおᄳ子/ 出店 / ミニࢤーム  

② ᩗ老⚃㈡会 9/16（ᅵ）14:00㹼15:20 開催 

施設利用者 41人・短期利用者 7人・33家族（58人）・来㈱ 12人 合計 118人 

内容：ᘧ（⚃辞・記ᛕ品㉗࿊）/వ⯆（マジッࢡショー） 

 

（2）地域交流センター「うらら」の利用 

地域ఫẸや利用者、家族との交流のሙ、᭦には各種研修のሙとして積極的な利用に

努めた。また、平成 25年 3月の地元௰ᓥ自治会との「防災に関するぬ書」に基づき、

防災用品を保管、管理を行っている。 

 

第3  㒊㛛ูࡢ≧ἣ 

1 事務・管理部門（資料⦅ 8・16） 

施設内においては他職種・他部⨫間のコミュニケーションを積極的にᅗり、㐃ᦠを深

めるとともに、利用者への明るいᣵᣜとኌけ、㠃会をጞめとする来園者へのᑀな応

対を心けた。 

① 㠃会者の来園・ᖐᏯ時の「ᣵᣜ」のᚭᗏをᅗり、利用者、家族等すべての方との「᭱

ึの❆ཱྀ」であることを常にព㆑した明るい➗㢦のᣵᣜと応対を心けた。なお、年間

㠃会者は 4,069人、1日平ᆒ 11.1人と、前年度より 1日平ᆒ 0.8 人の増加であった。 

ケース記㘓をシステム上で共᭷化し、利用者の日々の容態ᢕᥱに努め、㠃会で来園し

た家族に対し、❆ཱྀ応対の時点で職員ഃから家人へ状況報告ができる体制作りを進めた。 

② 事務室職員は各自の役割、を果たすとともに、介護部主ᖿ、介護支援専門員、管

理ᰤ養士を中心に利用者本位の業務と⌧ሙ職員の業務円化に取り組んだ。 

③ 各種ㅖ制度の࿘知と利用者及び家族へのಶ別ㄝ明、事務௦行手続きを通して、ぶษ

ᑀな応対を心けた。 

 

2 介護部門（資料⦅ 5.6.7.18） 

①満足度の高いケア（ಶ別支援）の充実に向けて 

ア ಶ別性を⪃慮し、利用者一人ࡦとりの生活がᑛ重されるよう、ᒃ室担当を中心とし、

ಶ別支援を進めた。日々の充実や安らࡂを感じられるようにవᬤ活動の実㊶、እ出支援

が活性化されるよう、施設全体での協力体制を⠏いた。他部⨫との協議や助ゝを受け、
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利用者一人ࡦとりの状況に配慮しながら、㌟体機⬟の向上、保᭷機⬟⥔ᣢができるよう

努めた。水分ᦤ取㔞は、利用者ࡈとの一日の水分ᦤ取㔞をᢕᥱし、それࡒれの状態に合

わࡏ、増加への支援をᢲし進めた。 

イ 各利用者のព向がᑛ重されるよう、ケアマネジャーを中心とした他職種㐃ᦠにより、

け支援を進めた。ᒃ室担当者ࡴけたケアプランを策定、実⌧にࡴれの自立支援にࡒれࡒ

は、ケアマネジャーが開催するサービス担当者会議に参加し、利用者の様子や支援につ

いて家族へㄝ明や要ᮃを受けた。 

ウ 介護職員は、基本的な医⒪処置ができるよう自ᕫ研㛑に努めた。┳護職員のスキルࢳ

ェッࢡや指導を受け、ほᐹ║を養えるよう、医⒪知㆑・スキルの向上を目指した。 

エ 施設内において、介護職員がᖜ広くケアについて積極的な関わりができるよう、ࣘニ

ット単位ではなく、フロアとしてᶓ᩿的な介護体制を確保するよう努めた。フロア単位

のケアのᅾり方や、協力体制に向けてミーティンࢢや会議をより活性化、職員一人ࡦと

りが自分のព見を発ಙできるような⎔ቃ作りに努めた。 

各ࣘニットにおいて、利用者目⥺の具体的なケア目ᶆをᥖげ、実㊶に向けて取り組み ࢜

を進めた。実㊶に向けてࣘニット会議内で確認、り㏉り、᳨ウした。 

カ ඛ進ࣘニット施設や㏆㞄施設の見学や職員交流を行い、良い点は積極的に取り入れる

よう働きかけた(今年度は㐲ᕞの園と職員交流を実施した)。 

キ 「一人一研修」を目ᶆとしていたが、日程や人員の㒔合により、参加出来る職員が㝈

られてしまった。研修に参加した職員が、研修で得たことを施設に㑏元する事で、施設

全体でのࣞベルアップに繋げた。 

� 4/26他 3回  市内 4施設共同学習会      4人 

� 9/19 他 3回 ㌟体ᣊ᮰ᗫ止推進委員養成研修   1人 

� 10/7        中ᮾ㐲地区職種別研✲会      1人 

� 10/24      感染症研修会               2 人 

� 11/28      フ࢛ローアップセミナー         1 人 

� 2/20        地域ໟᣓケア体制構⠏ಁ進研修会  1 人 

� 3/12        実習指導者᠓談会         1 人 

処遇別委員会(ἥ・入浴・食事・介護力向上)を適ᐅ開催し、施設内においてケアや ࢡ

マニュアル等の見直しを行った。 
 

3 相談部門（資料⦅ 11） 

日㡭の相談対応とともに、報酬改定に伴う利用料金のኚ᭦等に関する内容の࿘知と

ᑀなㄝ明を心けた。 

各種⿕保険者ド書㢮の管理業務において、適正な管理とあわࡏ、᭦新手続き等の௦行

業務についても積極的に応対し、家人の各種手続きの負担軽減に努めた。 

① 利用者、家族からの要ᮃに対し傾⫈を心け、┿ᦸに受け止め、即応に努めた。 

② 一の事ᨾ発生時には、適ษな対応と共に、家族・関ಀ機関等への正確かつ㎿㏿な報

告、ㄝ明を心け、本人・家族の「安全・安心・安ᴦ」と合わࡏて「ಙ㢗」も得られる

ような応対に努めた。 

③ 入ᒃ受業務について、平成 30年 3月 31 日時点での入ᒃ⏦㎸者数は 91人（要介護 3

以上 63人・特例 28人）であり、前年度の 82 人から微増となった。 
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⏦㎸者数、᪩期入ᒃᕼᮃ者減ᑡへの対策として、第三者委員と入ᒃ㡰位を協議する優

ඛ入ᒃ᳨ウ委員会を 5回開催（5/22・8/21・11/27・12/19(特例入所にಀる開催)・3/1）

し、介護者のയや入院、退院・退ཤを㏕られているケースなどの⥭ᛴ性、ษ㏕性が高い入

ᒃᕼᮃに対し、タイムリーに対応できる体制構⠏をᅗった。 

ẖ月の入ᒃุ定会（4/13・5/12・6/14・7/14・8/17・9/14・10/13・11/16・12/14・1/12

・2/15・3/15）の開催とともに、計画的にかつ㝶時に⏦㎸者家族への㏆況、入ᒃពᛮ確

認の㐃⤡を行い、要医⒪ケアによる✺発的な退ཤなどの事案には臨時にุ定会（4/4・5/30

・7/31・8/7・8/23・11/8・12/6・2/8）を開催するなど、事前㠃᥋から入ᒃุ定までに

要する日数短縮に心けた。 

退ཤから次の入ᒃまでの平ᆒ所要日数については、前㏙の取り組みとともに退ཤ者数

が増加した（前年度 14 人・今年度 17 人）影響もあり、退ཤから次の入ᒃまでの平ᆒ所

要日数は前年度の 9.5日から 16.1日とᘏびた。 

要介護 1 及び 2 の方の入ᒃ（特例入ᒃ）要件にヱ当するケースが 1 件あり、保険者で

ある菊川市へのព見↷会を行い、優ඛ入ᒃ᳨ウ委員会を臨時で開催した（入ᒃ時要介護 3）。 

④ ㎿㏿な入退ཤ手続きとともに、協力医⒪機関である菊川市立総合院と嘱託医師や医

⒪職との協力を前ᥦに、定期的な㠃会、状ㄝ明時の立会いを通して入院加⒪後の利用

者の円な退院ㄪ整に努めた。 

⑤ 社会福祉士実習養成校として、福祉⣔大学、短大、専門学校の実習受け入れを行った。 

 

4 ┳護（医務）部門（資料⦅ 12・13） 

① 「喜久の園医⒪行Ⅽに関するガイࢻライン」を㑂Ᏺし、配置医師の指♧の下、日常の

報交換、指♧・非指♧の㐃⤡を⥭ᐦに行い、⥭ᛴ事態に即応できるよう努めた。 

② ┳取り介護を利用者本人・家族の同ពを得て、配置医師・┳護職員・介護職員等の㐃

ᦠ体制の下にケアカンフࣞンスを開催・実施し、計画からり㏉りまで他職種と㐃ᦠ

を取り⤫一したケアを実施することができた。 

③ 感染症対策委員会を中心に感染予防に努めたが、感染性⫶⭠⅖(いもྵࡴ)が集団感

染し、インフルエンザ⨯ᝈ者も出てしまった。 

 ・感染性⫶⭠⅖Ѝ利用者 8人 職員 3人 ・インフルエンザЍ職員 2人 

④ ショートステイ担当┳護師を中心に、担当介護職員・ᒃᏯ支援専門員・ゼ問┳護師家

族から事前に報収集を行い、㐃⤡をᐦにしながらケアにあたることができた。 

⑤ ᢞ⸆ミス（ㄗ⸆・᭹⸆₃れ）等の医⒪事ᨾを防止するため、「臨時ᢞ⸆者一ぴ⾲」を作

成し、᭹⸆ࢳェッࢡ体制を度見直した。ᢞ⸆ミスが発生しない体制整備をᅗると共に、

介護職員に対し、⸆のຠ⬟・作用などの知㆑指導を行った。 

⑥ 全介護職員に対しての「医⒪知㆑・ᢏ⾡スキルࢳェッࢡ」は実施できなかったが、適

ᐅಶ別指導を行うことでスキルを向上さࡏ、⥔ᣢすることができた。 

⑦ 4月・11月にᗣデ᩿実施 

  利用者の状況をᢕᥱし体ㄪ管理に努めることができた。 

  職員はデ᩿結果によりデ・᳨査を指♧しᗣ⥔ᣢをᅗることができた。 

ո 「菊川市立総合院及び市内福祉社会施設等㐃⤡協議会」年 2回、「市内 4特養共同学

習交流会」年 1 回「中ᮾ㐲地区特養職種別研✲会」年 1 回参加し、他施設・地域の医⒪

機関との㐃ᦠを深めることができた。 
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5 食事部門 
① 食事形態の見直しを各部⨫と㐃ᦠして行い͆᭱期までཱྀから食べる͇を目指し安全か

つおいしい食事のᥦ౪を心けた。 

② 水分ᦤ取㔞がアップできるように水分ᥦ౪方法について᳨ウし、㐌 2 回の水分補給ࢮ

リーのᥦ౪を継続して行った。平成 29年度水分ᦤ取㔞平ᆒは 1,075.3mlであった。 

③ 食事委員会を月 1 回開催し、食事内容や食事ᥦ౪方法について┳護師、介護職員と共

に᳨ウすることが出来た。 

④ 委託業者と協力し、イベント食やࣘニットㄪ理を実施し、食事ᥦ౪の充実をᅗること

で食事満足度を高めた。あゆのⅣⅆ↝やさんまのⅣⅆ↝、流しそうめんを実施した。ࣘ

ニットㄪ理では⅗㣤やࡻࡂうࡊ、ᥭげたてኳらなどをᥦ౪し出来たての≀を食べてい

ただけるよう画した。 

⑤ 他職種と㐃ᦠしたᰤ養ケアマネジ࣓ントが実施出来るよう努めた。また介護支援専門

員と共同してケアプランとᰤ養ケア計画が㐃動するように心けた。 

⑥ Ꮨ⠇感を感じる行事食を積極的にᥦ౪した。 

⑦ 感染症、食中毒防止のⅭに、ࣘニット内෭ⶶᗜの食品の期㝈確認を行った。 

   また、ࣘニットラウンࢻ時にキッࢳン࿘りを確認し、介護職員にΎ₩を保ᣢ出来るよ

うびかけた。 

ո 委託業者への⾨生管理をᚭᗏし、感染症の防止に努めた。 

չ 月 1 回の委託業者による給食材料費の収支報告を行い、給食材料費管理と内容につい

て精査した。 

պ 管理ᰤ養士養成校の学生の実習を受け入れすることにより人材育成に努めた。 

 
6 各委員会 

各種委員会の活性化̿事ᨾのない安全で安心、快適な生活の実⌧を目指し取り組んだ。 

① 画・広報委員会 

ア ࣘニット行事、ḷኌ広ሙ、࣎ランティア活動、行事食等を月間行事予定⾲として、ロ

ビー、ࣘニットにᥖ♧、࿘知した。各ࣘニットやフロアでవᬤ行事を積極的に画・実

施出来るよう、部⨫を㉺えて協力体制を⥔ᣢした。地域との交流が出来るよう、እ出支

援を増やした。 

イ 行事や画は利用者満足度向上、自立支援、充実感につながることから全職員が対応

し、日常的に開催できるよう取り組んだ。 

ウ 広報⣬は⌧ሙに↓理のないような体制で定期的に発行を目指したが 1 回しか発行でき

なかった。 

エ 広報⣬へは┿をከくᥖ載し、家族に施設での生活を分かりやすく伝えていく。同じ

利用者ࡤかりᥖ載しないよう注ពした。 

② 防災委員会 

ア ⿕害想定をࡩまえた消ⅆ・㑊㞴・通報体制の確保等、防ⅆ・防災対策のᚭᗏをᅗった。 

イ ẖ月定期的にフロア・ࣘニットࡈとに㑊㞴ㄏ導カ⦎を実施した（4/26、5/31、6/28、

7/26、8/23、9/27、10/25、11/29、1/31、2/28、3/28）が、防災設備の取ᢅいが不័れな

ことにより、ኪ間ㄗ報時の対処に手間取ってしまった。 
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ウ 年 2回以上のኪ間カ⦎を計画したが、ኪ間想定のカ⦎実施となった。 

消防⨫立会いカ⦎とあわࡏኪ間カ⦎実施は引き続きの課題である。 

エ 災害時優ඛ㟁ヰの活用、職員⥭ᛴ㐃⤡⥙、㐃⤡体制の整備に努めたが、コミュ࣓ール

による報伝㐩カ⦎は実施できなかった。 

 。設置⩏務化となった᪤Ꮡのⅆ災通報置の自動報知化に対応し設置した ࢜

③ 苦解決委員会 

前年度 4件の苦に対し、今年度は 2件の⏦出を受けけ、解決に努めた。 

苦解決委員会及び、苦解決第三者委員定期ࣄアリンࢢを開催した（7/27・3/27）。 

ア 「利用者、家族からのኌ」として┿ᦸに受け止め、常に利用者の立ሙに立った᪩期対

応、関ಀ者への㎿㏿な࿘知と報の共᭷化をᅗった。 

イ ⏦し出に対する᪩期対応に努めた結果、苦要ᮃの⏦し出はなかった。 

利用者家族、本人からの⏦し出に対し、受担当者の対応を待たࡎとも各部⨫職員が

┿ᦸに⪥を傾けᐤりῧうことで解決につながる事例もあり、日㡭から相にಙ㢗関ಀを

⠏くことの大ษさを認㆑した。 

④ ಶ人報保護委員会 

ア ಶ人␒ྕ（マイナンバー）制度をはじめ、利用者、家族、職員のಶ人報の管理ᚭᗏ

に努めた。 

イ 職員⥭ᛴ㐃⤡⥙作成（4 月・11 月）による職員の㟁ヰ␒ྕに関する管理をᚭᗏした。 

⑤ 事ᨾ防止委員会 

ア 年間事ᨾ件数は、前年対比 20㸣以上減を目指し 120件 (月 10件)以下を目ᶆとしたが、

平成 29年度は事ᨾ 170件、ࣖࣄリࣁットは 85件であった（平成 28 年度は事ᨾ 155件、

ットࣁリࣖࣄ 77件）。ẖ月の会議内で、事ᨾ要因の分ᯒ、解決方法を具体化し、事ᨾ防

止に心けた。 

イ 事ᨾ報告書、ࣖࣄリࣁットの記入方法の工ኵ・⡆素化することで、ㄡにでも内容が理

解できるようにした。 

ウ 医務室と㐃ᦠし、᭹⸆ミスをなくすための報告・㐃⤡・確認のᚭᗏに努めたが、⸆に

関する事ᨾは 29 件と(平成 28 年度は 29 件)ኚわらࡎ。より一ᒙの注ពや指導が必要で

ある。 

エ 職員一人ࡦとりのព㆑を高め、事ᨾ防止を⪃えた利用者の生活⎔ቃづくり(ಶ々にあ

ったベッࢻや車᳔子の選定、センサーマットのヨ用、リビンࢢのしつらえ等)に努めた。 

⑥ ㌟体ᣊ᮰ᗫ止委員会 

ア 「㌟体ᣊ᮰ 0宣ゝ」の継続をᅗりつつ、㌟体ᣊ᮰についてより深めた研修を行い、知

㆑、ព㆑のࣞベル向上をᅗり、㌟体ᣊ᮰ᗫ止を目指した(今年度は①基本的知㆑の確認

とព㆑ㄪ査②スピーࢳロッ͐ࢡゝⴥのゝい換えの全 2 回)。㌟体ᣊ᮰ᗫ止推進員養成研

修に参加し、ᑛ厳をᏲるケアやᶒ利᧦護についても理解を深めた。 

イ このため、原則月１回開催し、ᣊ᮰のྍྰについて⌧状を確認・分ᯒし、施設全体で

㌟体ᣊ᮰ᗫ止に向けた取り組みを進めた。必要なሙ㠃に応じては、部⨫間で協議・㐃ᦠ

を行い対応した。 

ウ ࣘニット会議において、㌟体ᣊ᮰に௦わる௦替ケアや工ኵについて適ᐅヰし合いを行

い実㊶した。日々の様子をほᐹ、記㘓、り㏉ることによって、㌟体ᣊ᮰解除への取り

組みを進めた。 
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エ センサーマットを行動ᢕᥱとして活用し、必要性のྍྰを㒔度᳨ウし、施設全体で㌟

体ᣊ᮰ᗫ止に向けて取り組ࡴ。 

⑦ ┳取り介護委員会 

ア 月１回開催し、計画からり㏉りまでከ職種で㐃ᦠをとり⤫一したケアをᥦ౪するこ

とができた。 

イ ┳取り介護についての学習会・施設内研修をࣘニット会議内で実施した。（2025 年問

題と┳取り介護加算について） 

ウ 退ཤされる㝿、利用者もྵみከくの人でお見送りできた。┳取り期に㏆い状態から┳

取り介護中はࡈ家族とのコミュニケーションを᭦に深め精⚄的なフ࢛ローに努め、また

退ཤ後も心的フ࢛ローを行えた。 

エ 介護部、┳護部の告別ᘧへの参ิはできなかった。管理㈐任者が参ิし、その㝿の様

子を事務㐃⤡にて全職員へ報告をされたことでࡈ家族や利用者へ対する職務の役割、㈐

任の重さなどのព㆑が高められた。 

ո 医⒪的ケア対策推進委員会 

ア ၻ⑱྾引・経管ᰤ養に関する指導は継続しつつ、その他の医⒪的知㆑・ᢏ⾡に関して

医務室によるスキルࢳェッࢡを行う予定であったが、実施出来なかった。新入職介護職

員は確実に実施した。 

イ 認定特定行Ⅽ業務認定を受けていない介護職員に対して、取得できる機会を得るよう

努めたが、取得者なしであった。 

չ 感染症対策委員会 

ア 感染症⨯ᝈ者ࢮロを目指したが、感染性⫶⭠⅖(いྵࡴ)が集団感染してしまい、イ

ンフルエンザ⨯ᝈ者も出てしまった。 

臨時の委員会を開催し、㝸㞳方法、㠃会、Ύᤲ、ショートステイなどの対応について

協議、指♧しᣑ大防止に努めた。 

イ 施設内で感染症の学習会・研修会を開催し、職員一人ࡦとりのព㆑の向上、知㆑の習

得をᅗることができた。 

  (学習会) 7月「手指⾨生について」「ࣈラッࢡライトで手Ὑいࢳェッࢡ」 

       10 月「ノロウイルスについて」「ྤ≀処理方法」 

       Ѝྤ≀処理方法はࣘニット会議内で実ᢏ指導を行なった。 

ウ 学習会・研修会で基本的な正しい知㆑を習得したうえで、日常業務における実㊶がで

きた。ྤ≀処理などスムーズに行なえた。 

エ እ部の研修会に参加し、知㆑の習得・感染症に関する報収集を行う。 

  10 月に 2回、感染症研修会に参加することができた。 

պ 介護ᢏ⾡向上委員会 

ア 平成 27 年度に実施した「介護部スキルࢳェッࢡ」の項目と内容を精査し引き続き実

施した。 

イ 「介護部スキルࢳェッࢡ」後の指導方法、指導マニュアルや指導体制づくりを各処遇

委員会と㐃ᦠし、システム化を目指したが、実⌧には⮳らなかった。 

ウ 利用者一人ࡦとりに合った〟⒔予防策を⪃え、ケアを᳨ウ、実㊶することで〟⒔予防

をᅗった。ࠗ 〟⒔予防策についての実施及び評౯࠘を作成し、委員・┳護師・管理ᰤ養

士で⓶トラࣈルの⌧状を知り、予防対策の見直し・報共᭷に努めた。 
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エ እ部の研修会に参加出来なかったが、移ᢏ⾡・〟⒔ケア等の報収集に努めた。 

ջ ⾨生委員会 

ア 年 2回のᗣデ᩿（4月・11月）を実施し、その結果を職員のᗣព㆑のၨ発やᗣ

管理に活用した。また、ストࣞスࢳェッࢡについては法௧で定める対応を行った。 

イ ⭜③予防のためアンケートを行い⌧状分ᯒすると共に、対策のため⭜③体᧯や必要に

応じて⭜③ベルトを支給した。 

 

第 4 ▷ᮇධᡤ⏕άㆤ事業ᡤ（資料⦅ 20） 

① ショートステイࣘニットとして職員の体制、ព㆑を整え「喜久の園を利用して良かっ

た」と評౯され、選ࡤれる施設を目指し、平ᆒ利用率 86㸣の目ᶆに対し 84.7㸣であっ

た。 

② ㄡもが正しいケアに入れるよう業務マニュアルを活用し、定期的にマニュアルの見直

しを行った。 

③ 空室報をᒃᏯ介護支援事業者等へ積極的に発ಙし、利用率アップを心けた。 

④ ショートステイ担当職員が不ᅾの日でも⏦し送りを確実に行い、እ部とのやり取りが

できる体制を整えた。 

⑤ 感染症を施設にᣢࡕ㎸まࡠよう、事前の体ㄪ確認をᚭᗏした事で感染症を予防するこ

とができた。しかし、ショートステイのࣘニット以እで流行したྤ等の症状に一部の

利用者が⨯ᝈし、予定を繰り上げての⤊了及び、一時的な利用見合わࡏの措置を取った。 

⑥ ẖ月のࣘニット会議を通して報の共᭷をᅗることができた。 

⑦ ᮅ♩では、事ᨾ防止のために利用者のケアの注ព点等を確実に⏦し送ることができた。 

ո 各職員が担当の利用者をᣢࡕ、その利用者へのケアについて㈐任をᣢつことができた。 

չ 日々の行事やࣞࢡリエーションを充実さࡏ、利用者にᴦしんでいただいたた。 

պ 利用中の様子を書㠃や┿等で家族にわかりやすく伝えることで喜んでいただいた。 
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資料編 

 

平成 29年度 

平成 30年 3月 31日現在 

 

特別養護老人ホーム喜久の園 
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１　介護度別利用（入居）者数

(男性 女性 )

(男性 女性 )

２　年齢別利用（入居）者数

６４歳
以下

65歳～
69歳

70歳～
74歳

75歳～
79歳

80歳～
84歳

85歳～
89歳

90歳～
94歳

95歳
以上

0 0 0 0 1 2 5 0

1 1 2 3 2 9 16 8

1 1 2 3 3 11 21 8

３　利用（入居）者平均年齢

４　在所期間別利用（入居）数

1年 2年 3年 4年 4年 1年 2年 3年 4年 4年

未満 未満 未満 未満 以上 未満 未満 未満 未満 以上

3 2 2 0 1 2 4 2 1 0 9

11 8 8 7 8 10 12 7 5 6 40

14 10 10 7 9 12 16 9 6 6 49

最高年齢

（平成30年3月31日現在）

（平成30年3月31日現在）

（平成30年3月31日現在）

最低年齢

介 助 な し 34 68.0% 介 助 な し 31 63.3%

一部介助者 9 18.0% 一部介助者 12 24.5%

全面介助者 7 14.0% 全面介助者 6 12.2%

区　　 分 人　数 割　合 区　　分 人　数 割　合

合　計 50 合　計

５　食事介助状況者数
（平成30年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

男　性 8 男　性

女　性 42 女　性

（平成29年3月31日現在）

合　計 合計

62歳9ヶ月 102歳10ヶ月

合　計 88歳7ヶ月

女　性 88歳4ヶ月 63歳8ヶ月 100歳8ヶ月 女　性 88歳6ヶ月

平均年齢

合　計 88歳8ヶ月 䠉 䠉

平均年齢 最高年齢最低年齢

89歳3ヶ月男　性 90歳0ヶ月 80歳7ヶ月 94歳7ヶ月 男　性 98歳6ヶ月81歳10ヶ月

50 合　計 49合　計

男　性

（平成29年3月31日現在）

8 男　性 9

女　性 42 女　性 40

平成28年度 3.67 3.67 3.68

（平成29年3月31日現在）

合　計 合　計

100.0%

合　計 0

平均要介護度 3.86 3.88 3.86

割合(%） 0.0% 4.0% 34.0% 34.0% 28.0%

女　性 0 2 14 14

50

2

2 17 17 14

8

介護度５ 合　計

12 42

男　性 0 0 3 3

（平成30年3月31日現在）

介護度１ 介護度２ 介護度３ 介護度４
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６　入浴介助状況者数

７　排泄介助状況者数

８　面会状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

316 351 263 421 472 468 385 417 316 314 84 262

10.5 11.3 8.8 13.6 15.2 15.6 12.4 13.9 10.2 10.1 3.0 8.5

９　帰省（外出）状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

3 2 3 4 3 4 4 2 5 5 2 8

7 4 7 7 7 9 10 6 9 11 4 14

１０　入居・退去状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

1 1 2 1 2 1 1 3 3 0 3 0

0 3 0 2 1 1 2 4 1 1 2 0

50 48 50 49 50 50 49 48 50 49 50 50

居宅 7 死亡 11

病院 0
他施設
長期入院 3

施設 7 居宅 0

他施設・長期入院

女　性

（平成29年度）

（平成29年度）

17

施設（老健等）

入居前及び
退去時の状

況

居　　宅 8 死　　亡 16

病　　院 2

8 居　　宅 0

入居 退去

14 14

1

人　数 5 13 18 6 11

入　　　居 退　　　去 平成28年度

性　別 男　性 女　性 合　計 男　性 合　計

退去者数 17 14

月末在籍者数 593 593

合　計 平成28年度

入居者数 18 14

人　数 45 118

日　数 95 156

1日平均人数 11.1 10.3

（平成29年度）

合　計 平成28年度

合　計 平成28年度

人　  数 4,069 3,768

（平成29年度）

歩行、杖等でのトイレ使用者 8 16.0% 歩行、杖等でのトイレ使用者 2 4.1%

紙ﾊﾟﾝﾂ又はﾄｲﾚ介助者､
ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ使用者 26 52.0% 紙ﾊﾟﾝﾂ又はﾄｲﾚ介助者､

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ使用者 39 79.6%

おむつ使用者 16 32.0% おむつ使用者 8 16.3%

（平成30年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

区　　 分 人数 割　合 区　　 分 人数 割　合

個      浴 27 54.0% 個      浴 28 57.1%

特 別 浴 23 46.0% 特 別 浴 21 42.9%

（平成30年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

区　　　分 人数 割　合 区　　　分 人数 割　合
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１１  苦情受付状況

１）苦情受付件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0

２）苦情の分類一覧

１２　他医療機関への受診状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

3 2 1 3 2 2 1 4 2

2

1 2

3 7 3 5 8 2 3 2 3 7 3 3

1 2 1

1 1 2 1 2 1 2 1 1 1 1

1 1 1

2 1 3 6 6 5 7 4 3 2 1 2

6 12 11 13 16 9 16 12 9 11 11 11

循環器科 0

合　　計 137 189

眼　科 3 7

皮膚科 42 58

外　科 4 6

泌尿器科 14 24

脳外科 3 3

整形外科 49 48

内　科 20 40

精神科 2 2

合          計 2 合          計 4

（平成29年度）

計 平成28年度

施設内規に関する事項 0 施設内規に関する事項 0

その他 0 その他 0

面会者に関わる事項 0 面会者に関わる事項 0

財産管理等に関わる事項 0 財産管理等に関わる事項 0

個人の嗜好・選択に関わる事項 0 個人の嗜好・選択に関わる事項 0

他の利用者・職員に関わる事項 0 他の利用者・職員に関わる事項 0

苦  情  の  分  類 件  数 苦  情  の  分  類 件  数

ケアの内容に関わる事項 2 ケアの内容に関わる事項 4

平成28年度

苦情受付件数 2 4

（平成29年度） （平成28年度）

（平成29年度）

合　計
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１３　入居者・利用者医療状況

　１）　入院状況 ２）　処置状況

人数 人数 人数 人数

12 0 9 0 50 0 50 0

0 0 0 2 3 1 2 2

0 0 1 0 7 㐺ᐅ 5 㐺ᐅ

5 5

月 月 月 月

４月 １０月 0(4) 0(3) ４月 １０月 0(0) 1(2)

５月 １１月 2(1) 2(3) ５月 １１月 1(1) 2(0)

６月 １２月 0(1) 1(3) ６月 １２月 0(2) 1(3)

７月 １月 1(4) 1(7) ７月 １月 0(2) 0(1)

８月 ２月 0(6) 2(2) ８月 ２月 0(3) 2(1)

９月 ３月 0(4) 1(2) ９月 ３月 0(0) 0(1)

１４　所在状況 １５　入居申込み（待機者）状況

入居 退去 在籍者数 入居 退去

17 17 45 14 14

1 0 1

1 0 0 1

1 0 0

1 1 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

18 17 50 26 25

３）　嘱託医師定期外往診状況(　）は電話指示依頼 ４）　オンコール出勤回数・（　　）は電話対応のみ回数

合　　計 91 82

清Ỉ町 0 0

県外 0 0

御前崎市 0 浜松市 1 1

合　  計 50 静岡市 0 0

牧之原市 0 磐田市 0 0

島 田 市 0 ⸨ᯞ市 1 1

㇏ 岡 市 1 島田市 0 0

静 岡 市 1 ⿄市 0 0

掛 川 市 1 牧之原市 1 0

浜松 市 1 御前崎市 3 1

菊川市 82 76

菊 川 市 46 掛川市 3 3

7(16)

（平成30年3月31日現在） （平成30年3月31日現在）

保険者名 在籍者数
入居･退去状況 平成29年3月31日現在 市区町名 申込者数 平成29年3月31日現在

1(7) 0(9) 1(1) 0(2)

合　　　　計 14(60) 10(41) 合　　計 20(20)

1(4) 1(5) 3(1) 3(1)

1(2) 2(8) 2(1) 2(4)

1(6) 4(7) 1(1) 3(1)

0(2) 1(4) 2(1) 1(5)

回数 平成28年度 回数 回数

0(1) 2(5) 1(1) 1(1)

平成28年度

脳外科 口⭍外科 軟膏塗布 浣腸、摘便、軟膏㈞付

点　眼

（平成29年度） （平成29年度）

回数

平成29年3月31日現在

内科 泌尿器科 経口与薬 経管栄養

循環器科 整形外科 創傷処置 バルーンカテーテル挿入

（平成29年度） （平成30年3月31日現在）

治療科 治療科 平成28年度 処置状況 処置状況
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１６　ボランティア（ゼ問）状況

１７　ボランティア（奉仕）状況

延日数 実人数 延日数 実人数

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

合計

合計

⣡ᾴ祭
お手伝い

平成29年度

平成28年度 年間延日数　17日 年間実人数　17人

菊川ᮾ中学校 1年

ᖖⴥ学 2年

年間延日数　8日 年間実人数　8人

⣡ᾴ祭
お手伝い

小笠高校 2年

භ㒓小学校 6年

菊川ᮾ中学校 1年

භ㒓小学校 6年

භ㒓小学校 5年

小笠高校 2年

11月9日

（平成29年度）

団体名（代表者名）および個人名 内 容 団体名（代表者名）および個人名 内 容

9月16日 小⃝光Ụᵝ マ䝆ックショー 敬老会に䛶マ䝆ックの披露

10月15日

6月21日

菊川市祭典（௰島ᆅ区） 踊り披露

㻾㻻㻷㼁ḷㅴボランティア ḷㅴ・ၐḷの䜼ターᙎ䛝ㄒりと入居者とのὶ

4月20日

7月22日 䛘䜇䜝䜣の会 ⣡ᾴ祭 出ᗑのお手伝い

7月22日 ₻ᾏᑎ ♲園ᄳᏊ保Ꮡ会 ⣡ᾴ祭に䛶♲園ᄳᏊの披露 

ẖ月1回 䛱䛞り⤮ ボランティア 䛱䛞り⤮ సရのᒎ示、ᐤ㉗

㝸月（年5回） お䜣䛜䛟のᗈሙ 演奏と楽器の䜅れ䛒い

ẖ月1回 民生児童委員 介護施設ボランティア 入居者とのコミュニケーション・外出支援

ẖ月1回 菊川市㉥༑Ꮠ奉仕団 入居者とのコミュニケーション・外出支援

ẖ月1回 ハー䝰ニカ・オカリ䝘・ハンドベル ハー䝰ニカ等の演奏を㏻し䛶㡢楽にゐれる

ẖ月➨3ⅆ᭙日 傾聴・お話しボランティア 傾聴・入居者との䜅れ䛒い

（平成29年度）

月　　日 団体名（代表者名）および個人名 内　　　　容
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１８　事故調査状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 平成28年度

怪我 2 8 1 2 2 3 2 2 3 2 3 30 13

1 2 2 1 1 1 1 1 2 12 7

6 9 7 10 12 10 9 2 8 2 6 7 88 75

食物 0 0

2 2 0

0 0

薬 2 1 1 4 4

2 1 4 2 2 1 12 11

1 1 1 4 3 2 1 13 14

0 0

ケア 0 2

0 4

2 1 3 8

物損 1 1 2 1

1 1 1 1 4 16

0 0

11 21 14 18 19 15 17 7 11 11 13 13 170 155

１９　実習状況

0 0

0 0

0 0

0 0

3 1

5 1

0 0

40 2

25 1

0 0

5 1

4 2 0 0

78 6

２０　短期入居生活介護利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

42 40 33 37 34 39 40 38 46 50 39 37

253 253 243 240 259 259 268 253 266 293 251 252

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

8.4 8.2 8.1 7.8 8.4 8.7 8.7 8.4 8.1 9.4 8.9 8.1

106 96 94 98 97 102 97 89 104 115 101 110

5 1

インターンシップ

管理栄養士⮫ᆅ実習

静岡福祉学 介護福祉実習䊡 0 0

ᖖⴥ学

総利用者数 3,090 3,170

１日平均 8.4 8.7

送迎回数 101 118

月平均利用率 平成28年度

（平成29年度）

合　計 平成28年度

利用者人数 475 493

合　　　　　　　　計 79 8

日本福祉学

名ྂᒇ学ⱁ学 管理栄養士⮫ᆅ実習

0 0

　静岡福祉医療専門学校 ♫会福祉援助ᢏ⾡実習 12 1

小笠高校 インターンシップ 0 0

　静岡こども福祉専門学校 ┦ㄯ援助実習 23 1

୕ᖾ福祉カレッ䝆 䝦ルパー2⣭実習 0 0

学 校 名 等 実 習 名 延日数 実人数 平成28年度

　静岡高等学園　 介護実習 7 1

ショート忘れ物

私物紛失

物損
利用者同士のトラブル

合　計

（平成29年度）

誤薬

投薬忘れ

内᭹薬

㓄薬

爪切り

ケアᥦ౪

転倒

転落・滑落

外傷

誤嚥

異食・誤飲

経管栄養

（平成29年度）

介護福祉実習䊢 25 1

3 1介護等体㦂

↝ὠ高校 職業体㦂実習

0 0

静岡福祉学
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